
 

 

 

   



 

総合計画とは 

 邑楽町のまちづくりの将来像や、その実現のための方向性を示す町政運営の最上位計画です。 

 本町の地域資源を最大限に生かすとともに、町民や民間と行政が協働することで、時代の変化に 

柔軟に対応した、新たな時代のニーズを踏まえたまちづくりを進めます。 

 

基本構想（10 年後のまちの姿） 

 

 
 

 未来のまちの姿を現すわかりやすいフレーズとして、次代を担う中学３年生にアイデアをいただ

いたものから選出しました。郷土愛と誇りを高め、さまざまな人々が助け合いながらまちづくりを進

めることで、幸せで穏やかな暮らしを営める住みよいまちを創っていきたいという想いが込められ

ています。 

 

            「健康で安心に暮らせ 次世代へとつながる 誰もが自分らしく輝けるまちを目指して」 
 

町の特性や資源を生かし協働のまちづくりを進めることで、全ての町民が元気に、生きがいと誇り

をもって心豊かに暮らせる幸福を実感できるまち（Well-Being なまち）を目指します。 

この町に住み続けたい、戻ってきたい、移り住んでみたいという人たちを増やし、次世代へ継承し

ていきます。 

 

            将来像を実現するため、４つの基本目標、８分野の基本方針を掲げます。 
 

目標１ みんなの笑顔があふれ、誰もが輝けるまちづくり 

【子育て・教育】  子育て環境の充実 

【文化・生涯学習】  学ぶ意欲と創造力の育成 

 

目標２ 誰もが安心して、心身ともに健康で元気に暮らせるまちづくり 

【健康・福祉】  地域で支え合う元気な暮らし 

【安全・安心】  地域の力で守る安心した暮らし 

 

目標３ 活力と魅力のある持続可能なまちづくり 

【しごと・賑わい】  まちの活力の再生 

【生活基盤】    環境にやさしい快適な暮らし 

 

目標４ 地域で支え合う、協働とデジタル技術を活用したまちづくり 

【人権・協働】  みんなのつながり 

【行財政運営】  サービスの充実と効率化  

将 来 像 幸せあふれる 住みよいまち“おうら” 

基本理念 

ウェルビーイング 

基本目標 

２ 



 

           個性的な魅力である豊かな自然や水辺環境、穏やかな田園景観を守りながら、 

活力を創出するとともに、誰もが暮らしやすいまとまりのあるまちをつくります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           国立社会保障・人口問題研究所が令和６年（2024 年）６月に発表した人口推計 

では、本計画の目標年次である令和 17 年（2035 年）には約 22,000 人まで減少 

すると予測されています。将来にわたり、町の活力を維持していくため、令和 

17 年における目標人口を 22,500 人とします。 
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目標人口 社人研推計

将来目標人口

令和17年(2035年) 22,500人

都市構造

●中心市街地の再生 

●高島・長柄地域の地域生活拠点の形成 

●利根川新橋整備を契機とした新たな産業拠点の可能性を検討 

●農地の生産性向上と文化資源や良好な景観の保全・創出 

市街地 
にぎわいと魅力ある、コンパクトな 

市街地の維持・機能向上 

集落地 
のどかで住みやすい環境を維持する 

ため、秩序ある土地利用を誘導 

農 地 
営農機能のほか、防災機能や貴重な 

自然環境である農地の維持･保全 

産業用地 
活力向上のため、安全や環境に十分 

配慮した需要に応じた産業用地の形成 

既存 将来構想 

将来人口 

３ 

社人研：「国立社会保障･人口問題研究所」の略称 

厚生労働省に設置されている研究機関であり､ 

社会保障と人口問題に関する調査研究を行っ

ています。「社人研推計」は、将来の人口を、

令和２年（2020 年）の国勢調査を基に都道府 

県別・市町村別に推計したものです。 



 

基本計画（５年間の取組） 

 

       基本構想を実現するため、８分野 24 施策の取組を推進します。各分野とも、町公式 LINE アンケートによる町民満足度（満足・やや満足・普通を合わせた割合）を８割に向上することを目標とします。 
  

 

施策体系 

４ ５ 



 

       施策ごとに２つの目標指標を設定し、達成度を評価しながら進めます。 
 

施策番号・施策名 指標（行動目標、成果目標） 基準値(令和６年度) 目標値(令和 12 年度) 

１ 子育て支援 

児童館利用者アンケートにおいて「お子さんは児童館の活動を楽しみにしている」

と回答した人の割合 41％ 50％ 

ファミリー・サポート・センター会員数 79 人 90 人 

２ 幼児教育･保育 

公立幼稚園２園または再編後の新施設の利用園児数（３月末時点） 92 人 100 人 

保護者アンケートにおいて、教育・保育内容の充実に関する質問に「良好」と回答

した人の割合 55％ 65％ 

３ 学校教育 
教育支援・生徒指導相談件数 35 件 48 件 

学校給食での地場産農産物使用率（使用農産物全体に占める地場産の割合：重量） 23.3％ 30％ 

４ 社会教育 
社会教育施設（公民館･町立図書館）利用者･入館者数 246,899 人 260,000 人 

社会教育主事の有資格者数 ３人 ５人 

５ スポーツ振興 
スポーツフェスティバル参加人数 3,000 人 3,500 人 

１年以上改善されていない故障箇所の件数 ５件 ０件 

６ 芸術文化振興 
町民文化祭来場者数 3,968 人 4,500 人 

町の文化財に関する企画展への来場者数 739 人 800 人 

７ 健康づくり 
おうらてくてくアプリのポイント付与数 3,035,536 ポイント 4,700,000 ポイント 

３歳児健診アンケートにおいて「かかりつけ医がいる」と回答した人の割合 88％ 95％ 

８ 地域福祉 
民生委員・児童委員の研修会回数 13 回 15 回 

介護予防教室の参加者数 1,143 人 1,300 人 

９ 高齢者福祉 
介護予防サポーター登録者数 60 人 100 人 

後期高齢者健診受診率（人間ドック含） 44％ 50％ 

10 障がい者福祉 
介護給付及び訓練給付の利用者数 3,308 人 3,800 人 

手話奉仕員養成講座修了者数 12 人 15 人 

11 防  災 
災害協定締結数 33 団体 40 団体 

防災訓練・教室を実施する行政区数 ２行政区 34 行政区 

12 安全対策 
邑楽町てくてくパトロール登録者数 ０人 150 人 

家庭用防犯カメラ設置総件数 56 件 200 件 

13 住民相談 
法律相談利用者件数 112 件 144 件 

消費生活に関する啓発活動や情報提供の回数 28 回 36 回 

14 産業振興 
町制度融資に係る融資金額（商・工業関係） 46,010 千円 65,150 千円 

企業誘致数 ０ １ 

15 農業振興 
認定農業者数 152 人 160 人 

おうらブランド認証品数 104 品 150 品 

16 
タウンプロ 

モーション 

観光入込客数 県内・(県外） 138,346（40,997）人 160,000（48,000）人 

町公式 LINE の登録者数 2,133 人 4,500 人 

17 土地利用 
居住誘導区域内の推定人口割合 36.9％ 37.6％ 

鶉地区の面積整備率 58.4％ 69.9％ 

18 住宅・住環境 
空き家戸数 334 戸 334 戸 

周辺住環境の町民満足度 新規 100％ 

19 交  通 

邑楽町舗装維持修繕計画（長寿命化計画）に位置づけしている町道の舗装補修工事

の割合 － 100％ 

鉄道１日乗車人数（本中野・篠塚駅） 1,078 人 1,300 人 

20 環  境 
汚水処理人口普及率 65.3％ 69.8％ 

リサイクル率 15.5％ 20％ 

21 協  働 
協働のまちづくり支援事業数 12 件 20 件 

町公式 LINE による情報発信回数 148 件 360 件 

22 人権・共生 
審議会などの女性委員の割合 32.4％ 40％ 

外国人世帯の自治会加入率 15％ 23％ 

23 行政効率化 DX 
町公式 LINE から行える行政手続数 ０件 10 件 

包括連携事業者の取組事業数 36 件 50 件 

24 財政運営 
実質公債費比率 6.6％ 10％未満 

収納率 95.3％ 95.7％   

目標指標 

６ 



 

重点施策（第３期邑楽町まち・ひと・しごと創生総合戦略） 

 

       特に重点的に取り組むべき５つの施策を位置づけます。（４ページ参照） 
 

 

 

 

 

 

       町では、誰もが安心して働き、暮らし続けられる未来に向けて、 

５つの戦略目標を掲げ、まちづくりを進めていきます。 

 

戦略目標１ 安心して働き、暮らせる邑楽町の生活環境を創出する 
 

子育て世代や若者、女性などさまざまな人々が安心して働けて、快適に暮らせる町を目指します。 

 
 

目標指標 現状値 令和６年（2024 年） 目標値 令和 12 年（2030 年） 

町民満足度 80.3％（※） 維持 

※町民アンケート結果報告書：問２ 愛着や親しみを「感じている」「やや感じている人」の合計値 

就業率 89.6％（※） 90％（維持） 

※国勢調査（令和２年（2020 年））就業者数 12,771 人／15～64 歳人口 14,259 人 

 

戦略目標２ 新たな時代にあった持続可能な地域経済、稼げるまちをつくる 
 

製造業、建設業や農業などの既存の産業を活性化し、地域でお金が循環する仕組みを強化します。 

 
 

目標指標 現状値 令和６年（2024 年） 目標値 令和 12 年（2030 年） 

町内総生産（純付加価値額） 671 億円（2021 年） 750 億円 

※ 経済センサス-活動調査   ※「純付加価値額」とは、地域の経済活動の規模や活力を示す指標 

  

【主な取組】 

・さまざまな働き方を選べるような取組や町内企業の働き方改革を後押しします。 

・地域コミュニティの維持・活性化と災害に強いまちづくりを進めます。 

・買物・医療・教育、交通などの生活サービスを維持し、さらに向上させます。 

【関連施策】  

         

 

 

【主な取組】 

・農畜産物のブランド化によって価値を高めて販売を促進します（６次産業化の推進）。 

・多々良沼公園やおうら中央公園など地域の自然･文化･歴史を生かした観光を振興します。 

・町内の中小企業などとの連携を強化し、地域経済が循環するシステムを検討します。 

【関連施策】  

 

重点施策

戦略目標

７ 

１.子育て支援 ７.健康づくり 14.産業振興 16.ﾀｳﾝﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 23.行政効率化 DX 

１ 子育て支援 ２ 幼児教育･保育 

24 財政運営 

３ 学校教育 

７ 健康づくり ８ 地域福祉 ９ 高齢者福祉 11 防  災 12 安全対策 

14 産業振興 

14 産業振興 

17 土地利用 18 住宅･住環境 19 交  通 20 環  境 

21 協  働 22 人権･共生 

15 農業振興 16 ﾀｳﾝﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 



 

戦略目標３ 関係人口を生かした交流・支え合いを進める 
 

町出身者や町に関心を持ってくれる人々とのつながりを深め、まちづくりへの参加を促します。 

 

 

 

 

 

 

 

目標指標 現状値 令和６年（2024 年） 目標値 令和 12 年（2030 年） 

社会増減（転入者－転出者） 173 人（※１） 200 人（※２） 

※１ 群馬県移動人口調査（国内外の転出入）５か年の合計値 

※２ 令和７年(2025 年)～令和 12 年(2030 年)の合計値 

 

戦略目標４ デジタル技術などを積極的に活用したまちをつくる 
 

デジタル技術を積極的に活用し、町が抱えるさまざまな社会課題の解決を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標指標 現状値 令和６年（2024 年） 目標値 令和 12 年（2030 年） 

町公式 LINE から行える行政手続数 ０件 10 件 

 

戦略目標５ さまざまな連携と協働によって新たな時代の地域をつくる 
 

町民と協働のまちづくりを更に進め、知識や技術を持つ人材を発掘し、活躍の場を広げます。 

 

 

 

 

 

 

 

目標指標 現状値 令和６年（2024 年） 目標値 令和 12 年（2030 年） 

包括連携事業者の取組事業数 36 件 50 件 

 

 

８ 

【主な取組】 

・｢ふるさと住民登録制度｣や二地域居住など、関係人口を増やすための取組を進めます。 

・周辺の市町と連携し、多様な主体（行政､企業､団体）が参加できる交流の場をつくります。

・近隣の市町や地方大学との人材交流や、人材育成機能の強化を検討します。 

【関連施策】  

23 行政効率化 DX 

16 ﾀｳﾝﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

24 財政運営 

18 住宅･住環境 ４ 社会教育 ５ スポーツ振興 

21 協  働 

【主な取組】 

・行政手続きのオンライン化、DX を進めます。 

・防災･防犯など、安全･安心な暮らしをサポートするデジタルツールの活用を促進します。 

・AI や自動化を取り入れ、持続可能な産業を推進します。 

【関連施策】  ３ 学校教育 ７ 健康づくり 

21 協  働 

16 ﾀｳﾝﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

23 行政効率化 DX 

11 防  災 12 安全対策 

14 産業振興 15 農業振興 

22 人権･共生 

【主な取組】 

・町民参加型ワークショップの開催や地域課題解決に取り組む町民活動を支援します。 

・利根川新橋の建設も視野に入れ、足利市、熊谷市を含めた周辺市町との連携を深めます。 

・企業や大学、団体など、多様な主体との連携を強化するための協議会などを構築します。 

【関連施策】  19 交  通 16 ﾀｳﾝﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ 

21 協  働 23 行政効率化 DX 

11 防  災 12 安全対策 
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